
通常のベッド取扱説明書と合わせてお読みください。使用上の注意

【リフトベッド使用上の注意】

座板の開閉操作時に中に人がいない事、収納が不可能な大きな物がない事を確認後、
開閉操作を行ってください。確認を怠りますと人がケガをしたり、物を破損させたり、
ベッド自体を破損させる恐れがあります。また、収納内部には入り込まないでください。

！ 警告

！

マットレスの移動は、必ず座板がラッチで固定されている事を確認のうえ行ってください。
確認を怠りますと思わぬケガをする恐れがあります。
跳ね上がり防止ラッチはゆるみのないよう、時折ドライバーで締めてください。

！ 警告

！

座板の開閉操作は、必ず当社指定のマットレスを載せたまま行ってください。
載せない状態で操作すると、ガススプリングの反力が強すぎて破損の原因になる恐れ
があります。 ！

！ 注意

座板の開閉操作は、注意してゆっくり行ってください。
手や指を挟んでケガをしたり、ベッドを破損する恐れがあります。 ！

！ 注意

座板の開閉操作は、必ず座板裏のラッチのフックをＬ金具から放して開けてください。
閉める時は座板上部に手を乗せ、ラッチのフックがＬ金具にかかるまで降ろしてください。
座板の側面を持って操作すると、ベッドが破損する恐れがあります。
ラッチのフックをはずさずに座板を持ってベッドを動かすと、ラッチが破損する恐れが
あります。

！

！ 注意

座板の開閉操作は、掛け布団等をマットレスの上から外した状態でゆっくり操作して
ください。掛け布団等が載った状態では重量が大きく、座板が停止しない可能性があり、
ケガをする恐れがあります。 ！

！ 注意

座板の開閉操作前に、マットレス上に人やものがいないことを確認して操作を行って
ください。 ！

！ 注意

座板を操作する時は、周りにお子さま等がいないことを確かめてください。
また、お子さまだけでの操作はおやめください。 ！

！ 注意

収納物の出し入れの際は、座板を上限まで上げてください。途中で止めて作業をすると
座板が下がりケガをする恐れがあります。作業が終ったら座板を元の位置に下ろし、
ラッチがロックしたことを確認してください。

！ 警告

！

座板の開閉は、座板のフットボード側を押さえながら操作してください。
手を添えていないとフレームの破損やケガをする恐れがあります。

！ 警告

！
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